

























































































































































（ 「ちからをもいれずしてあめつちをうごかし」に対して）天地ノ情ヲウゴカスナリ。 （中略）天地ノ情、無情ナレド、 『孟子』ニ「誠者天之道也。思誠者人之道也」トアレバ、人ノ誠ノカヨハンニ、イカデ天地ノアハレマザラン
 
（四八頁）





































































































































































































































































































小町など、その他 歌仙評については、歌論との関わりが特に認められないので本稿では扱うことをしないが、たとえば解説に よき所 超倫
























この書 成立年代については拙稿２の三四〜三五頁を、 歌論については三七〜五〇頁を参照。なお、 「公の益」については後年の『北邊膸腦』 『眞
言辨』に言及せられている（五八五〜五八七、七一七〜七二四頁）が、初期の歌論では取り立てて扱われてはおらず、 『歌道非唯抄
　
刊本』に本
書とほとんど同じ記述が見られるのみである（三六七頁） 。
（
13）　
この書の学説については拙稿３
　
二〜六頁を参照。
（
14）　
ただし、初期の歌論で重要な位置を占める「歌の対他者的教誡性」についての言及は本書では見ることはでき いが、それは古今仮名序と新撰
和歌序─後述の引用箇所に「教誡」 ある─との違いを反映しているものともいい得る。なお拙稿２
　
三七〜三八頁及び拙稿３
　
二〜四頁も参照。
（
15）　『哆南辨乃異則』四二七頁や『北邊非唯漫録』五二三頁にも新撰和歌序への言及は見ることができる。なお、後年の『北邊膸腦』 『眞言辨』にもその序への言及は存在する（五七六〜五七七、七一九頁）が、そこでの扱いは初期のそれとは異なるので今 扱わない。
※資料からの引用に際し、読解の便宜を図って私に句読点、濁点、鉤括弧などを附し、かつ割註も通常の文字サイズで表記した。また異体字や省文、
連綿記号などについても通行の表記に改めた箇所がある。
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